
c. 首都圏での中小地震と大地震の
発生過程の関係の解明

東京大学地震研究所

（課題代表 佐竹健治）

関東の太平洋沖で進行している平成２３ 年東北地方太平洋沖地震の余効滑り等により活

発化した中小地震を含めた最近の中小地震の震源の決定、類型化を図る。また、古地
震・古津波記録すなわち計器観測記録、歴史資料、津波堆積物等の記録を収集し、分析
することで、南関東で過去に発生した大地震の地震像を明らかにし、新たな時系列モデル
を構築する。これらをもとに中小地震と大地震の発生過程の関係を解明する。
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実施体制

地震学

地形・
地質学

日本史

 前年度に引き続き、課題（1）aと連携して中小地震の震源・発震機構解の決定を行う。
 1885年以降に南関東で発生した大地震の波形記録や検測値等の収集、整理を行う。

 過去に南関東で発生した歴史地震に関する古地震記録を収集し、デジタルデータ化
を実施する。

 津波堆積物や離水段丘面等の地形・地質学的調査、液状化痕や歴史資料の再検
討ならびに既往研究の整理に基づき、関東地震の発生履歴の推定を進める。
 業務の円滑な遂行ならびに他課題との連携のため、検討会を開催する。

平成25年度業務計画

分野横断型の研究課題のため，
地形・地質学

日本史
地震学

の研究者で連携して課題を実施
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 昨年度に引き続き，2011年11月2日～2012年6月5
日についてP波初動から435個の発震機構解を推定．

中小地震の震源・発震機構解の決定
（MeSO‐net初動を用いた発震機構解の決定）
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関東で発生した地震のS‐P時間と初動の整理

 計器観測時代初期（1885年~1923年）に関東地方において設置されていた観測
点を対象として、気象庁・MeSO‐net検測値のS‐P時間と初動について整理

気象庁検測値
(1923年～2011年)

MeSO‐net（＋既存観測点）検測値
（2008年～2012年）
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明治・大正期に発生した大地震の震度データの収集・整理
• 1873年～1925年までの震度データは

石垣（2007）によってすでにアーカイブ
化．

• 震度報告数は残存する報告（原デー
タ）量に強く依存．例えば，1904年～
1910年は中央気象台年報の報告値が
残っているために多数．

• 震度報告数が10点以上の120地震につ
いて震度分布図を作成．

M‐Tダイアグラム

震度報告数



歴史資料の収集，デジタルデータ化に基づく古地震の調査研究

史料のデジタルデータ化（XML化）
ならびにデータベース化

被害分布に基づく震源像の解明

歴史資料の収集・整理

都司（2010）
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 歴史地震に関する既刊・未刊の文献史料
について,史料学的検討を加えて提供

 史料名や発生時,キーワード等による検索
機能付データベースの作成

 信頼性の高い史料を選定（例: 明らかに明
治期以後に作成されたものは不採用）
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史料のデジタルデータ化（XML化）・データベース化

歴史資料（武者・新収・拾遺）

デジタルデータ化（XML化）・校正作業（正しく入力されているか確認）

データベース化

対象範囲外の
史料

編纂物の
ため削除

XML化準備作業
 検索できるようにタグ指定

 明治期以降の編纂物等，信
頼性の低い史料を除外

校訂作業

 史料の信頼性を確認する．
できる限り，原典にあたる．

 史料の信頼度のランク付け

 裏付け作業



過去に南関東で発生した歴史地震に関する
古地震記録の収集・デジタルデータ化

平成24年度

平成25年度

首都直下地震防災・減災特別プロジェクト

デジタルデータ化（XML化）・校正作業

校訂作業
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元禄地震における東京湾の津波被害の記録
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• 元禄十七年四月に出された江戸市中
への町触

• 内川（隅田川）がいっぱいになる津波
• 4度ほど波の満ち引き

• 元禄地震の41年後に書かれた史料
• 漁船や網などの道具が津波で流された

• 海では藻草が生えなくなり魚が来なくなり献
上する魚が不足した
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 明応4年8月15日／1495年9月3日(J)／1495年9月12日(G)

（A）〔後法興院記〕○続史料大成 /十五日(乙 | 丑)晴（中略）酉刻地震、

（A）〔御湯殿上日記〕○続群書類従 /《十五》｛（明応四年八月）｝日、（中略）地しんゆる、

（A）〔鎌倉大日記 彰考館本〕○続史料大成 /《八月》｛（明応四年）｝十五日大地震洪水、鎌倉

由比濱海水到千度檀、水勢大佛殿破堂舍屋、溺死人二百餘

 武者（1941）は鎌倉の地震とした

 都司（1980），宇佐美（1996）は、明応七年八月二十五日（1498年）の東海地震の誤記と結
論

明応四年八月十五日の地震は関東地震か?

1923 大正
(M7.9)

1703 元禄
(M8.2)1293
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5枚/800年

10枚/4400年

静岡県伊東市（宇佐美）で採取した堆積物
宇佐美遺跡周辺で4地点でボーリング掘削
→ コアは7500年の記録
→ 粘土層中に洪水または津波堆積物が多数挟まる

USM‐2 300‐330㎝

宇佐美遺跡

宇佐美遺跡における15世紀と推定される津波堆積物
（藤原・他，2007；金子・他，2012）
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神奈川県大磯町におけるボーリング掘削調査
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 11月にロータリー式ボーリング掘削調査（No.1, 2)
 12月にロングフェースによる掘削調査（No. 3, 4, 5)

イベント層

OIS‐1’ボーリング 深度1.5 m付近にイベント砂層．茶色っぽい
部分には火山ガラスが多く含まれる．

 深度3 m付近から，古式土師器（5‐6世紀）が出土し，少なく
とも深度3m付近が5‐6世紀以降．

検討会の開催
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業務の円滑な遂行ならびに他課題との連携のため検討会を開催

平成25年度第1回（通算第3回）
2013年6月7日（金）

平成25年度第2回（通算第4回）
2013年8月19日（月）

平成25年度第3回（通算第5回）
2013年12月20日（金）‐21日（土）



平成26年度業務計画

 前年度に引き続き、課題(1)aと連携して最近の中小地震の震
源・発震機構解の決定を行う。

 収集された計器観測記録・震度データに基づき、南関東にお
いて1885年以降に発生した大地震の震源や発震機構解の推
定、類型化を実施する。

 南関東で過去に発生した大地震に関する古地震記録の収集
ならびにデジタルデータ化（校正・校訂作業）を継続する。これ
に基づき1703年元禄関東地震、1855年安政江戸地震等の歴
史地震の地震像を検討する。

 前年度に引き続き、津波堆積物や離水段丘面等の地形・地
質学的調査、液状化痕や歴史資料の再検討に基づき、関東
地震の履歴解明を進める。

 業務の円滑な遂行ならびに他課題との連携のため、検討会
を開催する。
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